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相談されるような人間に
今まで同和問題について何回かお話を聞いてきたけ

れど，今回が一番私の心に深く残ったような気がしま

す。弘瀬さんの話し方や表情，たまに笑えるようなとこ

ろが，すごく面白かったし，楽しくお話を聞くことができ

ました。

私が特に心に残ったのは，２つ目のまさひこさんとる

みさんのお話でした。私の両親も，まさひこさんの両親

のように，自分のしたいことを好きにさせてくれるような

人です。しかし，将来もし私が部落出身の人と結婚する

となったとき，賛成してくれるかどうか少し不安に思いま

した。家に帰って聞いてみようと思いました。もし両親に

反対されたとしても，まさひこさんのように絶対一緒に

なるんだという行動をしたいし，そう思えるような人に出

会いたいです。

後半，弘瀬さんが，ここにいる人たち全員が死ぬま

でに部落差別に関わるとおっしゃっていました。もし私

が困難にぶつかったときに相談できる子を考えたとき，

何人も思いつきました。その子たちを私は本当に大切

にしたいし，私も相談されるような人間になりたいです。

今回の講演会で聞いたことは，私の将来に必ずために

なることだと思います。お忙しいなか来てくださった弘

瀬さんに本当に感謝しています。人権問題についても

っと深く考えよう，もっと周りの友達を大切にしよう，そう

改めて思えた良い時間でした。３組金森眞央

お家の人と話すことは，みなさんにとっての一番身

近な啓発活動(差別をなくしていく活動)です。部落差

別についてよく知っていて，同意してくれ，嬉しく思

うこともあるでしょう。でもそうではなくて，関心を

示さず，悲しく悔しい思いをすることもあるかもしれ

ません。それでも，自分なりに前に向かって進むこと

です。時間はかかるかもしれませんが，まっすぐに生

きるあなたの姿は，

きっとお家の人の心

を揺さぶるはずです。

いつか分かってくれ

ると信じ，粘り強く

歩き続けることです。

みなさんが人権学習

の中で学んできた，差別をなくそうと闘ってきた先人

たちのように。

「周りの友達を大切にしよう」

その通りです。そのつながりが，差別をなくしてい

く，最も必要で大切な原動力なのです。

何が正しいかを判断できるように
弘瀬さんの話を聞いて，結婚差別で同和地区の人だ

から結婚してはいけないとかは，絶対におかしいと思い

ました。同和地区に生まれた人も同和地区ではないと

ころに生まれた人も，何も変わらないのに差別をするの

はあってはいけないと思いました。生まれたところで，

その人の性格や思いが決まるわけがないというのも改

めて思いました。

自分が結婚差別などに関わったときは，何が正しい

かを判断できるようにしたいです。友達などに相談をさ

れたときは，正しいことは正しいと，間違っていることは

間違っていると伝えられるようにしたいです。みんなが

何が正しくて，何が間違ってるかを判断できれば，少し

でも結婚差別などが少なくなると思いました。結婚差別

やいろいろな差別が減るようにしていきたいと思いまし

た。 １組神尾明奈

正しいことを知るということは本当に大切です。で

も今の時代，ネットを通じて，先に間違った情報が入

ってくることもよくあります。私たちは，先に入って

きた情報を信じ込んでしまう一面があるので，後から

の情報が正しくても，なかなか切り替えられなかった

りします。つまりネット社会は，何が正しくて何が間

違ってるのか，よく分からない社会だということです。

これは本当に気をつけなければなりません。みなさん

も，大人である私も。

今，部落差別はネット社会を中心に，間違った情報

が全国に広がっています。ネット上にあやふやな情報

が書き込まれると，すぐにそれに追従したり，煽った

りする書き込みが後を絶ちません。そしてそれを見た

人が，新たに悪意を持つ。よく知りもしないのに書き

込む人が悪いのですが，それを野放しにしているネッ

ト環境もどうにかする必要があります。でもそこに規

制を設けるとなると，「自由がなくなってしまう」と

か，「表現の自由が奪われてしまう」とか，「規制社

会になってしまう」とかいう反発も出てきます。とな

るとやはり，一人一人の人間の確かな判断力が求めら

れるということになります。

実際に自分の目で見て，聞いて，「もし自分だった



ら…」とか，「人として…」といった視点を見失うこ

となく，自分の頭でしっかり考えることです。

もっと強くなった自分になりたい
今日，お話を聞いて，弘瀬さんの言葉の一つ一つが

私の胸にものすごく刺さりました。「人を変えるのは理

屈ではなく人の心なんだ」とか，「人に頼られるような，

相談されるような人になってほしい」と弘瀬さんが私た

ちに一生懸命伝えてくださっているのを見て，聴いて，

「今の自分は果たしてできているのかな」と考えてみ

て，今の自分が少し情けなくなりました。そして，「自分

の意見をしっかり持って，誰に対してもひるまず，自分

の意見をはっきり言える人になってほしい」ともおっしゃ

っていました。私はそういう人に憧れがあります。なぜ

なら私自身，他人に合わせてしまう部分があるからで

す。だから今すぐには難しいけど，少しずつ自分の意

見を誰に対しても言えるような勇気を持ちたいと思いま

した。また，お互いに自分を包み隠さず，さらけ出せる

ような本当の友達と出会えるように，今の自分よりもっ

と強くなった自分になりたいと思いました。

５組石川柚那

「人権学習は誰のためにしているのか？」

この問いにみなさんはどう答えるでしょうか？

これを，11月29日に行う予定の，最後の学年全体人

権学習の問いにします。他にもみなさんに問いたいこ

とはありますが，これをその一つにします。これから

の人権学習の中で，自分で，またクラスのみんなと考

え合ってみてください。

自分の意思で動ける人になりたい
今日のお話を聞いて，つとむさんのように，親や親戚

に反対されたら諦めてしまう人，流されてしまう人は，

自分の意見や思いをちゃんと持ててないんだと分かり

ました。弘瀬さんの「部落であっても部落じゃなくても，

いい人も悪い人もいる。部落＝悪い人じゃない」ってい

う言葉に，「あーそうや，そうやな」って思いました。その

人がどこ出身であろうとも，自分が性格や優しさなどで

選んだ相手なのに，生まれた場所が分かっただけで結

婚できなくなったり，別れたりしなくてはいけなくなるの

はおかしいと思いました。

るみさんとまさとしさんは，いとこの人やお兄さんの

奥さんのような人にとても救われたと思います。その人

たちはちゃんと，何が間違ってて何が正しいのかを分

かって，自分の意見を言ってくれてます。どこの出身で

あっても，「人柄」は決められません。

私はその人の出身とかは気にしないけど，もし親戚

や友達に反対されたら，いとこの人のように，何が間違

いで何が正しいのかを言えるようになりたいです。ちゃ

んとその人の人柄を見て決めたいです。友達や知り合

いの人で，もしトラブルが起こっても，弘瀬さんのように

間違った考え方を持った人を説得したいと思いました。

自分の思いや考えを持てないつとむさんは，今も結

婚できてないように，幸せにはなれません。まりさんは

つとむさんに部落出身って言っても，「そんなん気にせ

んよ」って言ってほしかったと思います。まりさんは何も

悪くないのに，こういうことになってしまいました。私は

まさとしさんのように，自分の意思で動けるような人に

なりたいです。親に反対されたから，神戸に行ってるみ

さんと２人で住むのは，とてもつらかったと思います。本

当はるみさんもまさひこさんも，みんなハッピーエンドに

なりたかったと思います。反対する人や陰口を言ってく

る人がいたら，そういう人もおる，分からん人もおるって

ことで，そういう人とは関わらずに，自分の考えるまま

に動こうと思いました。 ６組藤枝千空

部落差別をする人の話には，陥りやすい落とし穴が

いくつかあります。その一つが，「部落の人は…」と，

よく知りもしないのに，さもそうであるかのように，

部落の人全員を決めつけをしてしまうというもので

す。しかも，「絶対に～」とか，「みんなも言ってる

～」とか，本当かどうか分からないような，嘘のよう

な話を持ち出して，それが本当であるかのような言い

方をします。

私も昔，同じようなやりと

りをしたことがありました。

「本当に？」「誰が言ってる

の？」と追求していくと，結

局不確かであることが判明し

ました。「自分はこんなことを

知ってる！偉いだろ！」とで

も言いたかったのです。愚か

なことです。

それと，攻め方もいくつか

必要です。正攻法で攻めるだけでは落ちません。いろ

んな変化球も必要です。間合いも大切です。たまには

フォアボールも必要です。デッドボールもアリかもし

れません。

攻めるばかりでもありません。攻めてやられてしま

うくらいなら，逃げるという方法もあります。逃げる

が勝ちです。

説得することも大切です。でも，それだけに囚われ

て身も心も病んでしまうくらいなら，駆け落ちもアリ

です。それは逃げたことにはなりません。そして，ほ

とぼりが冷めてエネルギーが貯まった頃に，チクリチ

クリと刺しに行けばいいのです。闘い方もいろいろで

す。みなさんの心のノートに，メモしておいてくださ

い。生きてなんぼです。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

第４部に続きます。


